
北陸地域農林水産物等輸出促進連絡協議会勉強会の概要

平成20年３月７日、午後から北陸協議会会員及び輸出などで海外との貿易を行っ

ている、あるいは取引や進出を検討している企業や個人の方ら約50名を対象に、金沢

、 、エクセルホテル東急において 北陸地域の農林水産物や食品等の輸出促進を図るため

2006年にタイのバンコクへ出店した㈱フルーツむらはた村端専務並びに、農林水産省

総合食料局食糧部食糧貿易課澤瀬課長補佐を講師に招き、管内で輸出産品として可能

性のある果物と米についての勉強会を開催しました。

、 、むらはたタイランド村端一男氏は講演で 学生時代

海外旅行等で好感を得たタイの土地柄に親近感があっ

たことと、日本の果物輸出先として、台湾、香港に比

べタイは、開拓の余地があると着目。タイにおける外

国のフルーツパーラーの出店は初めてで、年２～３回

の船便と毎週航空便で輸出している。

タイ人の果物感覚の売れ筋は高級フルーツそのもの

で、サイズが大きく、見た目がきれいで甘味の強いも

のが好まれる。どうせ買うなら、良いもの。良いもの

なら価格が高くても買ってもらえる。１年を通して売

れるのは、いちご(福岡産あまおう、栃木産とちおと

め)、もも（山梨・福島産白桃 、りんご、なし、ぶど）

う、かき、干し柿の順。

また、ラッピングや化粧箱入り(イチゴ、干し柿、

サクランボ)が喜ばれ、品物も大切だが、包装がきれい

なら売れ易く、日本らしさのPRできるものが良い。

例えば、富山の干し柿は立山連峰と雷鳥の写真を入

れた包装紙を使ったことでイメージがよく、産地のPR

を強調するものが好まれ、3,700ﾊﾞｰﾂ(11,000円)／箱と

日本のほぼ２倍の価格で取引されている。

また、購入者のニーズに合わせてカット売りもおこ

ない、値札も一個買いとカット用の価格表示するなど工夫している。

店内に併設したフルーツパーラーでは、パフェ(700～800円／杯)も好評である。

今後は、日本の果物のブランド化を図って認知度を上げたいと説明された。

、 「 」この後 澤瀬農林水産省食糧貿易課課長補佐から 日本産米の輸出状況について

説明してもらいました。


